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57年 

毛 町 の 人ー百ーート 
人 口 9.638 人 （ 0 ) 

4,589 人 （減3 ) 

5,049 人 （増3 ) 

世帯数 3,164 世帯（増5 ) 

男
 
女
 

出生 12人‘ 転入 35人 

死亡 7人 転出 40人 

（昭和57年7月末日現在） 

【市場、木村和男さんの梨園で】 

今が盛り 「赤池ナ シ」 
香港・シンガポールにも出荷 

)v . 236 

味が良いことで有名な赤池ナシ。赤池には約18 ha の梨園がありますが、 

今が出荷の真っ最中。7 月下旬には 「新水」、 8 月上旬から中旬にかけては 

「幸水」、 8 月下旬には 「菊水」 「豊水」、10月上旬には 「新高」 と、異っ 

な品種がつぎつぎに出荷されます。 

昭和49年から共同販売で、農協を通して約4割のナシが、国内はもとより 

遠く香港・シンガポール・台湾へも出荷されています。 

ナシ作りは、大変手のかかる作業が続きます。収穫後、11月頃までに肥料 

入れ、せんてい。 3 月には薬剤散布、 5 月には袋かけ。しかし、この肥料入 

れや、枝作り、防除の仕方で、ナシの甘さが大きく変ってくるそうです。 

ちなみに、赤池のナシは、60％が菊水、以下幸水20%、新世紀15%、その 

他、新高、豊水などが5％ほど裁培されています。 

9 月は固定資産税3期分の納税月です。 
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幻
 

昭和57年9月1日 （ け
 

し、 か あ
 

報
 

広
 

カ
 

や
立
候
補
の
意
思
の
あ
る
人
が
、
選
挙
 

あ
 

報
 

て
、
い
か
な
る
名
義
で
あ
ろ
う
と
も
、
 

広
 

(3） 第236 号 広 報 あ か い 

あなたの清き1 票が 

政治を動かします 

〈選挙法ひとくちメモ〉 

政治家や候補者などが 

お中元や寄付など金品を贈る 

ことはルール違反です。 

政治家や候補者などに 

お祭りの寄付など金品を求め 

ることも禁じられています。 

ー~ 

政治家や候補者などから 

祝儀やせん別など金品を受け 

とってはいけません。 

―贈らない・求めない・受けとらない一 

選挙の時にかぎらず、日ごろからみんなで 

「きれいな選挙」を心がけましょう。 

、、、、 

第236 号 昭和57年9 月1日 け
 

議
会
だ
よ
り
 

故 木村数正氏一正六位勲五等瑞賓章 

故 小松政清氏一勲六等単光旭日章 

故 小松政清氏 

七
月
臨
時
町
議
会
 

七
月
十
六
日
、
臨
時
町
議
会
が
行
わ
 

れ
、
次
の
議
案
一
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
 

た
 

▼
上
事
請
負
契
約
の
締
結
g
上
野
小
学
 

校
校
舎
増
築
工
事
の
予
定
価
格
が
二
 

千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
町
議
会
の
 

議
決
を
得
ま
し
た
。
 

上
野
小
学
校
は
、
児
童
数
増
に
件
 

い
現
校
舎
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
 

今
回
、
三
教
室
を
増
築
す
る
も
の
で
 

す。 

な
お
、
七
月
十
三
日
行
わ
れ
た
 

入
札
の
結
果
、
赤
池
の
亀
谷
組
、
代
 

表
者
亀
谷
佐
木
忠
氏
が
落
札
、
七
月
 

十
七
日
か
ら
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
 

三
十
一
日
ま
で
の
工
期
で
工
事
が
行
 

わ
れ
ま
す
。
 

七
月
三
十
日
、
臨
時
町
議
会
が
行
わ
 

れ
、
次
の
一
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
 

正
す
る
条
例
‘
地
方
税
法
の
改
正
に
 

伴
い
、
町
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
 

国
保
税
の
課
税
限
度
額
が
一
万
円
引
 

き
上
げ
ら
れ
二
十
七
万
円
に
、
ま
た
、
 

低
所
得
者
に
対
す
る
減
額
の
基
準
額
 

が
二
十
四
万
円
に
、
減
額
の
基
準
と
 

な
る
所
得
要
件
の
額
が
十
八
万
円
と
 

な
り
ま
し
た
0
 

な
お
、
国
保
税
の
税
率
に
つ
い
て
 

は
、
町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
赤
池
 

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
答
 

【故 

木
村
数
正
氏
】
 

昭
和
五
十
七
年
六
月
二
十
日
死
亡
、
 

六
十
三
歳
、
同
氏
は
、
昭
和
十
四
年
三
 

月
、
台
湾
総
督
府
台
中
師
範
学
校
演
習
 

科
を
卒
業
と
同
時
に
台
南
州
大
埠
公
学
 

校
訓
導
と
し
て
奉
職
さ
れ
、
戦
後
、
田
 

川
郡
金
田
中
学
校
か
ら
、
昭
和
五
十
一
一
 

年
三
月
三
十
一
日
方
城
中
学
校
を
退
職
 

さ
れ
る
ま
で
、
通
算
三
十
九
年
間
、
学
 

校
教
育
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
間
、
校
長
、
教
頭
の
要
職
を
歴
 

任
さ
れ
、
児
童
、
生
徒
の
教
育
な
ら
び
 

に
学
校
の
管
理
運
営
に
全
精
力
を
傾
注
 

し
、
今
回
、
正
六
位
勲
五
等
瑞
賓
章
を
 

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
教
育
愛
と
情
熱
は
、
今
も
教
え
 

子
の
心
に
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
 

【故 

小
松
政
清
氏
】
 

昭
和
五
十
七
年
六
月
十
六
日
死
亡
。
 

五
十
七
歳
、
生
前
の
功
労
に
対
し
て
勲
 

六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
氏
は
、
昭
和
三
十
八
年
、
地
元
住
 

民
の
衆
望
を
集
め
、
赤
池
町
議
会
議
員
 

に
当
選
、
以
来
、
五
期
、
十
九
余
年
町
 

政
に
参
画
し
て
、
そ
の
職
を
逐
行
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

特
に
こ
の
間
、
産
業
建
設
委
員
長
、
 

上
野
橋
架
設
促
進
特
別
委
員
、
土
地
開
 

発
公
社
理
事
、
農
業
委
員
な
ど
の
要
職
 

を
歴
任
し
、
町
の
発
展
と
住
民
の
福
祉
 

増
進
に
献
身
的
な
努
力
を
続
け
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

選
挙
が
な
い
と
 

つ
い
忘
れ
が
ち
・
 

き

れ

い

な

選

挙

は

“

三

な

い

運

動

”

か

ら

 

選
挙
が
な
い
と
、
つ
い
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
寄
付
の
禁
止
。
 

一 

現
職
の
議
員
、
立
候
補
の
意
思
の
あ
る
人
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、
 

全
面
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
候
補
者
や
政
治
家
な
ど
の
寄
付
に
つ
い
 

て
は
、
選
挙
の
と
き
は
も
と
よ
り
、
常
日
ご
ろ
か
ら
、
“
贈
ら
な
い
”
 

“
求
め
な
い
《
 

“
受
け
取
ら
な
い
ル
の
三
な
い
運
動
で
「
き
れ
い
な
 

選
挙
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

候
補
者
な
ど
の
寄
付
は
 

全
面
禁
止
 

現
職
の
議
員
は
も
ち
ろ
ん
、
候
補
者
 

区
内
の
人
に
す
る
寄
付
は
、
親
族
に
対
 

す
る
場
合
な
ど
特
別
な
ケ
ー
ス
を
除
い
 

い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
有
権
者
も
、
寄
付
を
求
め
た
 

り
、
受
け
取
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
 

の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

こ
の
「
寄
付
の
禁
止
」
は
、
選
挙
に
 

関
す
る
も
の
と
否
と
を
問
わ
ず
、
日
常
 

の
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
 

り
ま
す
。
 

私

の

提

言

 
.
 

.
 

．
 

●
 

・
 

ベ
ス
ト
で
な
く
て
も
 

べ
タ
ー
な
選
択
を
 

東
京
都
港
区
 
主
婦
 

私
が
中
学
生
の
こ
ろ
、
社
会
科
の
授
 

業
中
に
、
先
生
か
ら
選
挙
に
つ
い
て
こ
 

ん
な
質
間
を
さ
れ
た
。
 

「
み
ん
な
が
一
一
 

十
歳
に
な
り
、
選
挙
権
を
得
た
ら
棄
権
 

す
る
か
？
」
 

そ
れ
ぞ
れ
に
手
を
あ
げ
て
意
見
を
述
 

べ
た
が
、
私
も
「
ど
ん
な
人
を
選
ん
で
 

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
選
ん
だ
人
 

が
悪
い
人
だ
っ
た
ら
い
や
な
の
で
、
わ
 

か
ら
な
い
と
き
は
棄
権
を
し
て
も
よ
い
 

と
思
う
」
 
と
答
え
た
。
 

申
を
尊
重
し
て
そ
れ
そ
れ
、
次
の
よ
 

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
、
所
得
割
 

百
分
の
七
、
八
 

「
、
資
産
割
 

百
分
の
六
十
五
 

三
均
等
割
 

一
三
、
九
〇
〇
円
 

四
、
平
等
割
 

一
四
、
 

一
〇
〇
円
 

ま
た
、
田
川
地
区
一
部
事
務
組
合
の
 

議
会
報
告
が
そ
れ
そ
れ
の
議
員
さ
ん
か
 

ら
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

【真剣に試験説明を聞く 
受験の皆さん（7 月31日・町民会館で）】 
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●自転車は体に合ったものを選び、 トラ 

ックなどの運転席からのこ死角こに入 

らないようにしましょう。 
’バイクは、U 's マークやSマークの 

ついたヘルメットを正しくかぶり、自 

賠責保険に必ず入りましょう。 

’自動車は、シートベルトを、 しめまし 
よう。 

そ
の
時
先
生
は
 
「
選
挙
は
み
ん
な
の
 

権
利
で
あ
る
け
れ
ど
、
義
務
で
も
あ
る
 

候
補
者
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
自
分
な
 

り
に
、
ベ
ス
ト
で
な
く
て
も
、
べ
タ
ー
 

の
人
は
必
ず
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
棄
権
 

を
し
な
い
で
投
票
し
よ
う
。
そ
う
す
る
 

こ
と
が
、
自
分
た
ち
の
国
を
よ
く
し
、
 

一
人
ひ
と
り
が
政
治
に
参
加
し
て
い
る
 

こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
」
と
話
さ
れ
た
一
 

そ
れ
か
ら
二
十
年
が
過
ぎ
て
、
何
度
 

選
挙
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
び
 

に
、
先
生
の
い
わ
れ
た
言
葉
を
思
い
出
 

し
、
ベ
ス
ト
は
望
め
な
く
て
も
、
べ
タ
 

ー
の
人
に
投
票
し
て
き
た
。
大
金
持
ち
 

も
一
票
、
貧
乏
人
も
一
票
。
こ
の
本
当
 

に
平
等
な
一
票
を
大
切
に
、
棄
権
し
な
 

い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
 

（
明
る
い
選
 

挙
推
進
協
会
“
私
た
ち
の
広
場
”
か
ら
）
 

和
名
 
長
月
（
な
が
つ
き
）
 

夜
が
長
い
た
め
、
夜
長
月
と
い
う
の
 

を
略
し
て
長
月
と
い
う
。
 

1
日
加
 

7
日
吹
 

8
日
体
 

9
日
困
 

19 17 16 15 10 
日 日 日 日 日 

（日）国（オく）困（金〕 

中
央
料
理
教
室
（
躍
飴
）
 

防
災
の
日
・
二
百
十
日
 

婦
人
学
級
（
躍
飴
）
 

ヤ
ン
グ
サ
ロ
ン
（
叫
蝉
諮
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
細
恥
与
に
）
 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

命
謙
魂
議
ま
で
）
 

養
命
大
学
（
擬
飴
）
 

解
放
講
座
（
か
響
世
 

B
・c

・G

（
叫
違
或
議
ま
で
）
 

敬
老
の
日
・
老
人
福
祉
週
間
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
メ
切
り
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
恥
り
に
）
 

四
保
育
所
合
同
体
育
の
つ
ど
 

い
（
難
雛
銀
欝
ノ
ご
 

20 

日
囲
 

彼
岸
入
り
・
動
物
愛
護
週
間
 

21 

日
因
 
婦
人
学
級
（
課
麓
）
 

ヤ
ン
グ
サ
ロ
ン
（
m
蝉
諮
）
 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

環
境
衛
生
週
間
 

23 

日
困
 
養
命
大
学
（
躍
麓
）
 

解
放
講
座
（
難
器
聖
 

秋
分
の
日
 

24 

日
団
 

三
種
混
合
（
m
違
窮
議
ま
で
）
 

結
核
予
防
週
間
 

27 

日
囲
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
恥
紗
「
）
 

29 

日
困
 
乳
児
一
斉
健
康
診
断
 

品
謙
霧
議
ま
で
）
 

×
 

ノ
 

職
員
採
用
試
験
 

合
格
者
の
紹
介
 

七
月
三
十
一
日
（
筆
記
）
 
・
八
 

月
八
日
（
面
接
）
と
実
施
さ
れ
た
 

町
職
員
（
現
業
職
）
採
用
試
験
は
 

四
十
三
人
が
受
験
。
八
月
二
十
一
 

日
、
そ
の
発
表
が
行
わ
れ
、
次
の
 

四
人
が
合
格
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
四
人
は
、
三
箇
月
の
臨
 

時
的
任
用
期
間
終
了
後
、
十
二
月
 

一
日
付
け
で
採
用
さ
れ
、
各
職
場
 

に
配
属
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

o
石
田
千
代
子
（
 29 

歳
）
松
本
 

〇
野
村
 
由
美
（
 23 

歳
）
鋤
木
田
 

0
西
尾
さ
ゆ
り
（
 19 

歳
）
天
郷
 

o
武
末
 
牧
 

（ 18 

歳
）
市
場
 



あ
 

報
 

広
 

第236 号 広 報 あ か い 報
 

ナ
 

制
度
を
作
っ
た
こ
と
を
の
べ
ま
し
た
。
 

い け 昭和57年9月1日 （4 ) 
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一

、
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!
 

江
戸
時
代
の
 

農
民
の
く
ら
し
 

前
回
で
は
、
徳
川
幕
府
が
自
分
た
ち
 

の
幕
藩
体
制
を
長
く
つ
づ
か
せ
る
た
め
 

に
「
土
・
肥
・
島
・
曇
と
い
う
身
分
 

今
回
は
、
そ
の
中
の
農
民
の
く
ら
し
 

に
つ
い
て
の
べ
て
い
き
ま
す
。
 

か
 

徳
川
幕
府
の
農
民
支
配
は
、
斌
請
い
 

級
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
搾
取
政
 

あ
 

策
（
し
ぼ
れ
る
だ
け
し
ぼ
り
と
る
）
で
 

ー、 

し
た
。
武
士
は
農
民
か
ら
し
ぼ
り
と
っ
 

広
 

第236 号 昭和57年9月1日 け
 

か
 

【口ーソクファイヤーを囲み楽しいダンス】 
（上野保育所で） 

農民支配のしくみ 各保育所で 
『お泊り保育』 

七
月
二
十
三
日
か
ら
 

二
十
四
日
に
か
け
て
、
 

町
内
四
保
育
所
で
、
 

「 

お
泊
り
保
育
」
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
園
の
夏
祭
 

り
と
し
て
各
保
育
所
の
 

五
歳
児
に
、
自
立
心
を
 

養
え
る
よ
う
な
、
思
い
 

出
に
残
る
行
事
を
、
と
 

例
年
行
わ
れ
て
い
る
も
 

の
で
、
当
日
は
朝
か
ら
 

た
年
貢
に
よ
り
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
 

お
お
も
と
 

そ
れ
で
百
姓
は
国
の
大
本
と
い
わ
れ
 

て
お
も
て
む
き
は
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
 

主
D
 

し
た
。
し
か
し
、
五
公
五
民
、
ひ
ど
い
 

と
き
は
六
公
四
民
と
い
っ
て
出
来
た
米
 

の
ほ
と
ん
ど
は
年
貢
（
税
）
に
と
ら
れ
、
ム
 

ギ
、
ア
ワ
、
ヒ
エ
が
主
食
で
、
不
作
の
 

と
き
は
家
族
の
ロ
べ
ら
し
を
は
か
ら
ね
 

ひ
 
さ
ん
 

ば
な
ら
な
い
悲
惨
な
状
態
で
し
た
c
 

領
主
は
、
農
民
の
統
制
、
年
貢
の
完
 

納
を
は
か
る
た
め
、
年
貢
を
村
を
単
位
 

に
わ
り
あ
て
て
い
ま
し
た
。
 
不
作
の
た
 

め
定
め
ら
れ
た
年
貢
を
納
め
ら
れ
な
い
 

オ
ア
シ
ス
運
動
を
 

推
進
し
ま
し
よ
う
 

 ノ 

①
は
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑦
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

②
は
、
し
つ
れ
い
し
ま
し
た
 

②
は
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
 

、
 

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
赤
池
、
上
 

野
保
育
所
の
園
児
は
、
上
野
峡
へ
出
か
 

け
、
雨
の
中
、
元
気
一
ぱ
い
に
遊
び
回
 

り
ま
し
た
。
中
尾
保
育
所
で
は
、
子
供
 

た
ち
も
一
緒
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、
 

上
野
保
育
所
で
は
、
打
ち
上
げ
花
火
を
 

農
民
が
お
れ
ば
親
類
や
五
人
組
、
さ
ら
 

に
村
全
体
が
連
帯
責
任
を
お
わ
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

農
民
は
年
貢
を
お
さ
め
る
た
め
に
は
 

他
か
ら
借
用
し
、
田
畑
を
質
に
入
れ
、
 

禁
じ
ら
れ
て
い
る
田
畑
を
売
り
渡
し
、
 

ま
た
は
娘
を
手
放
し
て
ま
で
（
娘
の
身
 

売
り
）
必
ず
年
貢
は
納
め
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

（
そ
の
こ
ろ
農
民
 

は
「
田
畑
永
代
売
買
禁
止
令
」
に
よ
り
 

田
畑
e
売
買
は
禁
止
さ
れ
、
居
住
区
の
 

移
動
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
）
不
 

作
の
と
き
な
ど
ま
さ
に
農
民
に
と
っ
て
 

は
地
獄
で
し
た
。
乳
の
で
な
い
母
親
が
 

せ
め
て
米
の
し
る
で
も
と
自
分
の
作
っ
 

た
何
粒
か
の
米
に
手
を
出
し
た
だ
け
で
 

も
打
ち
首
に
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

江
戸
時
代
も
中
期
か
ら
お
わ
り
頃
に
 

か
け
て
冷
害
や
干
害
が
つ
づ
き
稲
が
実
 

ら
ず
か
れ
て
し
ま
い
、
農
民
は
食
べ
る
 

× 

慶t 

安吏 

の 

お 

ノ弘 

も
の
が
な
く
て
草
の
根
や
木
の
皮
を
と
 

っ
た
り
、
タ
ニ
シ
や
ざ
こ
を
食
べ
、
さ
 

ら
に
大
事
に
し
て
い
た
牛
や
馬
か
ら
犬
 

や
ね
こ
ま
で
た
べ
ま
し
た
。
数
十
戸
あ
 

っ
た
村
で
一
人
も
生
き
残
れ
な
か
っ
た
 

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
 

注（1）五公五民とは 

農民から取りたてる年貢（税）の計算方法 
田 5 反あれば反当り 1石5斗の米がとれる 

1 石5斗×5反=7石5斗 
畑 2反あれば反当り1石3斗とれるとし 

1 石3斗×2反=2石6斗 
屋敷 屋敷を1反とみなし 

1 石3斗×1反＝=1石3斗 
収穫量合計 11石4斗 

※収穫量合計の％=5石7斗となる 
7石5 斗（米）一5石7斗（全収穫量の％)==1石8斗 
農民が年月手に残る米は1石8斗となる 

（県部落史研究会資料より） 

れ 

書 

③
国
々
の
村
々
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
よ
く
守
れ
 

 ，ノ 

一
、
朝
早
く
お
き
て
草
を
か
り
、
昼
に
は
田
畑
を
た
が
や
し
、
夜
に
は
な
わ
 

を
な
い
、
た
わ
ら
を
あ
む
な
ど
、
休
ま
ず
仕
事
せ
よ
 

一
、
百
姓
は
、
肥
料
や
灰
を
い
つ
で
も
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
o

だ
 

か
ら
便
所
は
広
く
作
り
、
雨
が
降
っ
て
も
水
の
入
ら
ぬ
よ
う
し
て
お
け
n
 

一
、
男
は
田
畑
で
働
き
、
女
は
は
た
お
り
せ
よ
、
そ
し
て
、
よ
な
べ
も
せ
よ
、
 

き
れ
い
な
妻
で
あ
っ
て
も
、
夫
を
そ
ま
つ
に
し
た
り
、
お
茶
を
の
む
こ
と
 

や
、
花
見
の
す
き
な
女
は
、
お
い
出
せ
。
 

一
、
百
姓
は
頭
が
悪
く
、
後
の
こ
と
も
よ
く
考
え
な
い
の
で
、
作
物
が
と
れ
 

る
と
米
や
麦
を
沢
山
、
妻
や
子
に
食
わ
せ
て
し
ま
う
。
い
つ
も
一
月
か
ら
 

一 

三
月
ま
で
の
心
で
食
物
を
大
切
に
し
、
米
を
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
せ
よ
o
 

／
 

×
 

楽
し
み
ま
し
た
。
 

雨
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
で
き
 

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
保
育
所
と
も
、
 

ロ
ー
ソ
ク
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
切
り
替
え
、
 

保
母
さ
ん
が
女
神
に
ふ
ん
し
、
点
火
さ
 

れ
た
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
み
、
ダ
ン
ス
や
、
 

お
話
し
と
、
子
供
た
ち
は
、
時
を
忘
れ
 

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
 

初
め
て
外
泊
す
る
園
児
も
多
数
で
、
 

心
配
し
た
お
母
さ
ん
が
、
の
ぞ
き
に
来
 

る
場
面
も
あ
り
、
子
供
と
父
母
、
各
保
 

育
所
の
保
母
が
一
体
と
な
っ
た
こ
の
行
 

事
は
、
子
供
の
保
育
園
生
活
の
中
で
も
 

一
番
思
い
出
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

つ
れ
づ
れ
に
 

四
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

〇
病
室
に
香
の
匂
ひ
山
機
発
の
花
 

〇
停
電
に
無
明
の
病
床
荒
る
る
梅
雨
 

〇
空
梅
雨
の
室
気
の
乾
き
照
る
日
射
し
 

〇
率
中
後
酒
断
ち
生
き
る
老
の
夏
 

〇
七
タ
に
老
い
の
色
紙
の
そ
れ
そ
れ
に
 

〇
舟
型
の
膳
に
つ
け
ら
る
大
西
瓜
 

惜
 

春
 

譜
 

目
 

あ
ゆ
み
句
会
 

桑
野
園
女
 

☆
川
下
り
 

雨
具
の
用
意
も
し
て
の
旅
で
し
た
が
、
 

良
い
天
気
に
恵
ま
れ
快
適
な
川
下
り
で
 

し
た
。
 

〇
川
下
り
あ
る
柳
川
の
春
惜
し
む
 

〇
四
つ
手
網
休
ま
せ
て
あ
る
川
薄
暑
 

天
留
翁
 

●
‘
 

〇
川
下
り
一
番
乗
り
と
は
し
や
ぐ
か
な
 

よ
 
そ
 

〇
他
所
者
と
犬
の
見
て
い
る
川
下
り
 

園
 
女
 

〇
芽
柳
や
風
立
ち
や
す
き
舟
溜
り
 

駒
 
女
 

〇
霧
雨
が
風
情
を
添
え
て
川
下
り
 

〇
川
下
る
景
を
新
た
に
か
か
り
藤
 

て
い
子
 

〇
遠
近
の
景
入
れ
替
る
川
下
り
 

o
穀
球
藤
房
溜
り
な
せ
り
け
り
 

な
お
 

〇
汲
場
尚
残
る
柳
川
川
下
り
 は

る
の
女
 

い
た
 

〇
初
め
て
と
い
ふ
労
は
り
に
川
下
り
 

光
 

子
 

☆
お
花
邸
 

お
花
に
は
、
観
光
客
が
大
勢
来
て
い
 

て
植
木
市
も
た
っ
て
い
ま
し
た
。
鴨
の
 

い
な
い
池
水
は
静
か
に
澄
ん
で
庭
木
の
 

松
が
影
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
 

j 」 

ら
中
、
藤
の
匂
い
が
た
だ
よ
っ
て
い
ま
 

し
た
。
藤
棚
の
下
の
ベ
ン
チ
に
長
い
一
」
 

と
腰
か
け
て
藤
の
風
を
楽
し
ん
だ
も
の
 

で
す
。
 

〇
黒
椿
不
思
議
と
蝶
の
見
当
ら
ず
 

み
ず
す
ま
L
 

〇
水
馬
静
ま
り
返
る
と
き
は
ね
る
 

一 

歩
 

〇
藤
房
の
風
の
素
通
り
す
る
長
さ
 

〇
吹
雪
く
と
は
藤
に
も
言
へ
て
そ
れ
が
 

今
 

は
る
の
女
 

〇
良
き
香
と
は
す
ぐ
に
な
じ
み
て
藤
棚
 

《
 
」 

o
藤
棚
を
去
る
と
き
新
た
な
る
香
り
 

て
い
子
 

中
食
は
名
代
の
う
な
ぎ
飯
屋
で
と
る
 

こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
長
い
こ
と
待
た
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
う
な
ぎ
焼
く
匂
ひ
の
街
に
白
秋
碑
 

て
い
子
 

再
び
宿
に
戻
り
藤
棚
の
下
に
ベ
ン
チ
 

を
寄
せ
て
二
回
目
の
句
会
を
す
る
こ
と
 

に
し
ま
し
た
。
 

〇
緑
蔭
に
ー
と
息
入
る
る
風
の
あ
り
 

〇
薫
風
や
野
外
句
会
と
い
ふ
も
ま
た
 

〇
行
く
春
の
心
集
ま
る
寄
せ
書
き
に
 

駒
 
女
 

〇
藤
房
の
蜂
の
重
み
に
揺
れ
て
を
り
 

雨
 
亭
 

o
旅
名
残
り
畑
に
新
じ
ゃ
が
買
ふ
こ
と
 

も
 

園
 
女
 

楽
し
か
っ
た
一
泊
二
日
の
旅
も
、
あ
 

っ
と
い
う
間
に
終
り
午
後
三
時
す
ぎ
帰
 

路
に
つ
き
ま
し
た
が
、
皆
の
期
待
は
早
 

く
も
次
の
郭
公
を
聞
く
阿
蘇
の
旅
に
か
 

か
っ
て
い
ま
し
た
。
 

お
わ
り
 

今
年
も
、
お
盆
の
期
間
 

中
、
各
地
で
盆
踊
り
が
盛
 

宴
．
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
o
 

で

響

・

 
九
区
（
皆
川
正
信
区
長
 

区

の

 ‘
七
百
五
十
三
世
帯
）
で
 

地

夏

 は
、
十
七
日
夜
、
赤
池
橋
 

各
 J
 

下
河
川
敷
駐
車
場
で
、
打
 

も

 
柵
 
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に
盆
 

年

1

 踊
り
大
会
を
行
い
ま
し
た
o
 

今

 

十
一
支
所
か
ら
十
六
支
 

所
ま
で
の
約
四
百
人
の
親
 

Z 

盆踊‘J 

子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
輪
を
え
が
き
“
ク
ド
 

キ
ク
に
あ
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
四
区
地
区
公
民
館
で
は
、
年
 

中
行
事
の
ー
つ
と
し
て
、
青
年
会
（
左
 

敏
明
会
長
）
主
催
で
、
十
五
日
夜
、
上
 

野
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
約
二
百
人
が
集
 

ま
り
、
盆
踊
り
の
ほ
か
、
ビ
ー
ル
早
飲
 

み
大
会
や
、
仮
装
行
列
、
整
理
券
に
よ
 

る
福
引
き
と
、
真
夏
の
夜
を
心
ゆ
く
ま
 

で
楽
し
み
ま
し
た
。
 

【
河
川
敷
駐
車
場
で
の
九
区
盆
踊
り
大
会
】
 

\
 今

年
も
ま
た
 

キ
ク
の
花
を
窓
口
に
 

町
立
病
院
入
院
 

患
者
さ
ん
の
枕
元
に
も
 

島上龍男さん（堀田） 

が寄贈 

 ノ 

上
野
堀
田
で
農
業
を
 

営
む
島
上
龍
男
さ
ん
が
 

今
年
も
ま
た
、
役
場
 

ヘ
キ
ク
の
花
を
寄
贈
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

島
上
さ
ん
は
、
十
年
 

ほ
ど
前
か
ら
、
約
二
十
 

ア
ー
ル
の
畑
に
キ
ク
を
 

作
っ
て
お
ら
れ
、
毎
年
 

役
場
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
 

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
 

今
年
は
、
役
場
の
窓
 

口
だ
け
で
な
く
、
町
立
病
院
の
入
 

院
患
者
さ
ん
の
枕
元
に
も
配
り
、
 

大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
患
者
さ
ん
の
枕
元
に
キ
ク
 

を
飾
る
町
立
病
院
職
員
 

】

 

＼
 



(7） 第236 号 か い け 昭和57年9月1日 （6 ) あ
 

安

心

し

た

老

後

 

を

迎

え

る

た

め

に

 

こ
の
ほ
ど
、
厚
生
省
が
発
表
し
た
資
 

料
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
 

さ
ら
に
伸
び
て
、
男
七
十
四
歳
、
女
七
 

十
九
歳
と
人
生
八
十
年
の
時
代
も
間
近
 

か
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
み
ん
な
が
長
生
き
で
 

き
る
こ
と
は
大
変
め
で
た
い
こ
と
で
す
 

が
、
老
後
の
生
活
を
何
に
頼
っ
て
い
く
 

か
と
い
う
こ
と
も
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
 

り
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
す
。
 

生
活
の
基
盤
に
な
る
公
的
年
金
 

ま
す
ま
す
長
く
な
る
老
後
を
、
個
人
 

報
 

個
人
の
力
で
備
え
よ
う
と
い
う
の
で
は
 

広
 

第236 号 

限
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
と
き
、
 

や
は
り
一
番
頼
り
に
な
る
の
は
社
会
保
 

障
と
し
て
の
公
的
年
金
で
す
。
 

い
ま
、
赤
池
町
内
で
も
二
千
二
十
一
 

人
の
人
が
、
こ
う
し
た
公
的
年
金
と
し
 

て
の
国
民
年
金
に
加
入
し
、
ま
た
、
す
 

で
に
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
九
百
 

六
十
一
人
、
そ
の
年
金
額
は
二
億
四
千
 

百
万
円
に
も
の
ぼ
り
、
町
民
の
み
な
さ
 

ん
大
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
 

年
金
制
度
を
 

わ
が
国
は
、
諸
外
国
に
例
を
み
な
い
 

ス
ピ
ー
ド
で
、
高
齢
化
社
会
に
向
っ
て
 

昭和57年9月1日 い け か
 

あ
 

口
反
 

査
十
 

広
 

へ
 

ん
 

六」 な
 

老
人
医
療
の
受
給
者
証
 

と
健
康
保
険
証
を
も
う
一
 

度
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
 

‘
 

き丸n
」
し
た
《
い
と
、
老
」
人
左
入
 

》‘ 

ノ
療
が
皿
又
け
』
ら
れ
な
く
な
り
 

‘

妻

 ま
す
。
皿
又
」
恰
」
目
征
の
・
フ
」
ら
 

ょ

 

側
に
は
、
生
思
す
る
こ
と
 

し

家

 が
く
わ
し
く
書
い
て
あ
り
 

と

 

ま
す
の
で
、
よ
く
見
て
大
 

お
 

、・ 一
 

エンゼルクイズ 

【第75回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

【問 題】 

1、電球の明るさについて正しいのは？ 

⑧ 50ワット2つの方が明るい 

⑧ 100ワット1つの方が明るい 

⑥まったく同じ明るさ 

2、フランス革命のとき、ジャコバン党と対 

立した共和党の名は？ 

④ジロンド党 ⑧ダルマ党 ⑥ピエール党 

3 、地方公共団体議会の解散請求。有権者の 

何分の何以上の署名でできる？ 

④ 4 ⑧％ ⑥％ 
4 、別名「虞美人草」といわれるのは？ 

④ヒナゲシ ⑧タンポポ ⑥ヒメユリ 

5 、太陽系の中で一番小さい惑星は？ 

⑧水星 ⑧火星 ⑥冥王星 

【応募の要領】 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、 9 月16日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題lA 問題2 B 問題3 C 

【第74回の解答】 

1⑥ 2⑧ 3⑥ 4⑧ 5⑥ 

【正解者】 

前回の応募総数10通のうち、正解は3 通で 

した。次の3名の方に記念品を贈ります。 

（敬称略） 

ト工藤 修也 （松本1) 

ト杉原 武志 （八支所） 

ト工藤 淳也 （松本1) 

/ 

〔休 館 日〕 

6日、13日、15日、 

20日、23日、27日 

〔演 芸 日〕 

2日、 5日、 9日、12日 

16日、19日、26日、30日 

× 

~ 

そ
の
後
、
保
険
証
の
変
 

っ
た
方
は
、
す
ぐ
に
手
続
 

切
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

い
ま
、
町
内
に
は
約
七
百
二
十
人
の
 

お
と
し
よ
り
（
七
工
歳
以
上
）
が
い
ま
 

す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
七
ェ
ー
 
に
な
り
 

ま
す
と
、
老
人
福
祉
の
立
場
か
ら
町
の
 

条
例
で
、
す
べ
て
の
人
の
医
療
費
が
無
 

料
に
な
り
ま
す
。
 

医
療
費
は
、
七
割
分
を
保
険
で
支
払
 

主 人生80 年の時代 
9。 

どんどん伸びる 

平 均 寿 命 

こ
う
し
た
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
は
 

老
後
生
活
の
基
盤
で
あ
る
年
金
制
度
を
 

合
め
、
わ
が
国
の
社
会
や
経
済
全
体
の
 

問
題
と
し
て
総
合
的
に
対
処
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
 

と
く
に
、
そ
の
中
心
と
な
る
年
金
制
 

度
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る
適
正
 

な
給
付
水
準
の
確
保
と
、
こ
れ
を
支
え
 

る
若
い
世
代
の
保
険
料
負
担
と
の
バ
ラ
 

ン
ス
を
考
え
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
合
意
 

と
理
解
を
得
な
が
ら
、
制
度
が
健
全
に
 

運
営
さ
れ
る
よ
う
国
家
的
な
努
力
が
続
 

け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

み
ん
な
の
生
活
を
守
る
大
切
な
制
度
 

で
す
か
ら
、
高
齢
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
 

い
年
金
づ
く
り
に
国
民
一
人
ひ
と
り
が
 

力
を
合
わ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

国
民
健
康
保
険
の
税
率
の
決
定
に
つ
 

い
て
は
、
従
来
と
同
様
に
国
民
健
康
保
 

険
運
営
協
議
会
・
町
議
会
な
ど
と
協
議
 

を
か
さ
ね
て
き
ま
し
た
が
、
表
の
と
お
 

り
税
額
に
比
べ
て
、
医
療
 

費
の
使
い
方
が
多
き
く
、
 

今
年
度
は
対
前
年
度
比
で
 

全
体
の
平
均
が
約
十
努
ト
 

の
引
き
上
げ
は
止
む
を
得
 

な
い
こ
と
と
い
う
こ
と
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

表
の
よ
う
に
医
療
費
の
 

支
払
い
は
郡
内
で
一
番
か
 

二
番
で
す
。
特
に
⑤
の
老
 

人
の
方
に
支
払
い
す
る
医
 

療
費
は
一
番
多
く
、
町
の
 

総
医
療
費
に
占
め
る
割
合
 

は
五
十
一
、
四
》
r

で
す
。
 

＠
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
 

金
五
百
万
円
と
昭
和
五
十
 

六
年
度
の
繰
越
財
源
の
う
 

ち
七
百
六
十
一
万
九
千
円
 

を
税
に
還
元
し
て
税
率
を
 

決
め
ま
し
た
。
 

＠
医
療
費
の
使
い
方
が
多
 

く
な
れ
ば
高
福
祉
高
負
担
 

の
原
因
を
つ
く
り
ま
す
。
 

⑨
国
民
健
康
保
険
は
相
互
 

扶
助
で
す
。
健
康
だ
か
ら
、
 

保
険
証
を
利
用
し
な
い
か
 

ら
税
金
を
納
め
る
の
は
損
 

だ
と
考
え
て
い
る
人
が
い
 

た
ら
大
き
な
考
え
違
い
を
 

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

田川郡各町村の国民健康保険税と医療費実績（昭和56年度） 

は 1 人 当 り 1 世 帯 当 り 

保険税 順位 医療費 順位 ⑧の老人 順位 保険税 順位 医療費 順位 

香春町 38,917 1 159,720 1 531,845 3 93,164 1 383,039 3 

i恭田町 27,583 4 142,558 6 441,675 8 82,947 2 364,922 4 

金田町 25,368 8 114,417 9 383,571 9 63,783 7 287,678 9 

糸田田丁 26, 583 6 129,664 8 523, 647 4 63,001 8 307,298 8 

nliii奇田丁 28,593 3 139,708 7 567,884 2 68,113 5 332,808 7 

赤池町 28,618 2 151,778 2 583,069 1 72,373 3 383,831 2 

方城町 25,215 9 145,586 3 494,496 6 57,958 9 334, 639 6 

大任町 26,695 5 142,882 に。 496,519 5 64. 933 6 347.551 5 
赤 村 25,604 7 144,593 4 482.100 7 69,704 4 393,632 1 

⑨
税
金
を
分
割
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

税
務
徴
収
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

⑨
収
納
率
が
九
十
三
サ
い
を
下
回
る
と
 

国
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
、
財
政
事
情
 

は
一
段
と
悪
く
な
り
ま
す
。
昭
和
五
十
 

六
年
度
の
収
納
率
は
、
九
十
一
、
〇
六
 

い
い
で
し
た
。
 

⑨
税
金
は
、
み
ん
な
の
医
療
費
に
使
わ
 

れ
る
大
切
な
お
金
で
す
。
早
目
に
納
め
 

ま
し
ょ
う
。
 

ー

ノ

・

 

× 
10月1日―部 
地区で実施 

ノ
、
 力

 
協
 

．

一

 

」
 

就
 

Z 

査
 

調
 

本
 

基
 

離
 

だ
業
 

ノ
 

十
月
一
日
を
中
心
と
 

し
て
、
全
国
で
「
就
業
 

構
造
基
本
調
査
」
が
行
 

わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
 

ん
の
ふ
だ
ん
さ
れ
て
い
 

る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
 

お
聞
き
し
、
統
計
を
作
 

り
、
皆
さ
ん
の
仕
事
や
 

生
活
に
か
か
わ
る
施
策
 

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
 

な
り
ま
す
。
 

九
月
下
旬
に
調
査
員
 

が
お
宅
に
お
伺
い
し
て
、
 

調
査
表
を
お
渡
し
し
ま
 

す
。
十
五
歳
以
上
の
方
 

は
そ
れ
ぞ
れ
、
 
一
枚
ず
 

つ
調
査
表
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

秘
密
を
漏
ら
す
こ
と
は
、
法
律
で
 

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
秘
密
 

は
完
全
に
守
ら
れ
ま
す
。
十
月
の
 

初
め
に
調
査
員
が
回
収
に
お
伺
い
 

し
ま
す
。
 

× 

っ
て
、
残
り
」
割
分
が
老
人
医
療
受
給
 

者
証
に
よ
っ
て
タ
ダ
に
な
る
わ
け
で
す
 

が
、
実
は
、
ま
る
っ
き
り
タ
ダ
と
い
う
 

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

タ
ダ
と
思
っ
て
む
だ
な
通
院
を
し
た
 

り
、
三
カ
所
、
四
カ
所
と
同
一
病
名
で
 

診
療
を
受
け
ま
す
と
、
結
果
的
に
は
、
 

自
分
や
家
族
に
健
康
保
険
料
や
国
保
税
 

の
増
加
と
し
て
、
は
ね
返
っ
て
来
る
わ
 

け
で
す
。
 

自
分
の
負
担
が
増
え
る
よ
う
な
乱
受
 

診
は
つ
つ
し
み
ま
し
ょ
う
。
 

⑨
お
医
者
さ
ん
は
か
か
り
つ
け
を
ク
 

⑨
乱
受
診
で
医
療
費
が
ふ
え
る
と
、
国
 

民
健
康
保
険
税
も
あ
が
り
ま
す
。
 

⑥
医
療
費
の
五
十
打
ト
は
薬
代
で
す
。
 

大
切
に
の
み
ま
し
ょ
う
。
 

Q
病
気
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
一
 

番
、
検
診
を
ど
う
ぞ
 

住
民
福
祉
課
福
祉
係
 

9 月1日は 

防災の日 

「適マーク」 は安心の印 

防火対策・建築構造など 

24項目の基準に適合 

多
く
の
人
が
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
や
旅
 

館
で
は
、
防
火
体
制
や
消
防
設
備
の
不
 

備
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
惨
事
に
結
 

び
つ
き
ま
す
。
 

自
治
省
消
防
庁
で
は
、
こ
う
し
た
ホ
 

テ
ル
・
旅
館
で
の
重
大
事
故
を
防
止
し
、
 

宿
泊
者
の
安
全
窒
寸
る
た
め
「
収
容
人
 

員
三
十
人
以
上
・
三
階
建
て
以
上
の
宿
 

泊
施
設
」
を
対
象
に
、
防
火
対
策
、
建
 

築
構
造
な
ど
一
定
の
基
準
に
合
格
し
た
 

ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
に
「
適
マ
ー
ク
」
 

窒
父
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
一
、
 

二
階
建
て
の
施
設
は
「
適
マ
ー
ク
」
 
の
 

対
象
外
で
す
か
ら
、
表
示
基
準
に
A
椿

 

し
て
い
て
も
「
適
マ
ー
ク
」
は
交
付
さ
 

B
4

（
週
刊
誌
を
開
い
た
大
き
さ
）
 

「適マーク」の見本 

れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

（注） 

レ
ジ
ャ
ー
や
仕
事
で
ホ
テ
ル
や
旅
館
 

な
ど
を
利
用
す
る
場
合
は
、
 

「
適
マ
ー
 

ク
」
の
有
無
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
 

△
注
V

一
部
の
消
防
本
部
で
は
対
象
に
し
て
 

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
 

」
 

」
 

」
 

『
 

」
 

『
 

『
 

一
 

」
 

『
 

一一 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

 

【
香
典
返
し
】
 

金
一
封
 
丸
林
 

金
一
封
 
島
L
 

金
一
封
 
立
花
 

金
一
封
 
立
花
 

金
一
封
 
山
本
 

金
一
封
 
松
枝
 

金
一
封
 
立
花
 

× 

〔仏教法話会〕 

9月14日因午前n時から 

〔福祉バス運行日〕 

体館日および祝祭日をのぞく毎日 

〔心配ごと相談日〕 

7日、17日、27日 

午前10時から午後3時まで ノ 

社
会
福
祉
協
議
会
 

清
輝
 

龍
男
 

礼
子
 

ヒ
サ
 
エ
 

須

佐

美

 

ク
キ
 

信
昭
 

貞
一
 

（
諏
訪
山
）
 

（
堀
田
）
 

（
八
の
一
ニ
 

（
八
の
一
一
）
 

（
上
桜
）
 

（
春
日
）
 

（
八
の
五
）
 

け
 



ナ
 

か
ら
 15 

時
半
ま
で
、
田
川
市
役
所
 

か
 

あ
 

の
請
求
等
 

報
 

広
 

金
等
の
請
求
等
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援
護
業
務
移
動
相
談
 忘れないで心にとめて

おきましょう

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
移
動
相
談
が
次
 

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
・
場
所
 
9
月
 21 

日
因
、
 
10 

時
 

▽
相
談
事
項
 

⑥
恩
給
法
に
つ
い
て
m
旧
軍
人
等
の
加
 

算
恩
給
お
よ
び
一
時
恩
給
等
②
旧
軍
 

人
等
の
傷
病
恩
給
等
⑧
公
務
扶
助
料
 

⑨
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
 

つ
い
て
m
障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年
 

⑥
特
別
弔
慰
金
お
よ
び
特
別
給
付
金
の
 

請
求
等
に
つ
い
て
 

⑨
叙
位
、
叙
勲
に
つ
い
て
 

＠
そ
の
他
援
護
業
務
全
般
 

移
動
住
宅
相
談
 

こ
れ
か
ら
家
を
建
て
よ
う
と
思
っ
て
 

い
る
方
、
土
地
を
買
お
う
と
す
る
方
。
 

住
宅
づ
く
り
に
悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
 

事
前
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
住
ま
い
づ
く
 

り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
 

▽
日
時
・
場
所
 

〇
9

月
 14 

日
因
 

飯
塚
商
工
会
議
所
 

o
9
月
 18 

日
田
 

小
倉
井
筒
屋
 

o
9
月
 28 

日
因
 

八
幡
井
筒
屋
 

い
づ
れ
も
 10 

時
か
ら
 16 

時
ま
で
 

▽
相
談
内
容
 
住
宅
関
係
法
規
、
設
計
 

施
行
、
税
金
、
融
資
、
宅
地
建
物
取
 

引
関
係
、
そ
の
他
住
宅
案
内
 

▽
相
談
員
 
弁
護
士
、
税
理
士
、
建
築
 

士
、
宅
建
、
融
資
関
係
者
 

福
岡
県
職
員
 

採
用
（
雛
）
試
験
 

▽
試
験
の
種
類
・
区
分
 

初 級 中級 種類 

林
 

業
 

建
 

築
 

土
 

木
 

警
察
事
務
 

女
 

子
 

一
般
事
務
B
 

一
般
事
務
A
 

栄
 

養
 

士
 

警
 
察
 
事

務

 

行
 
政
 
事

務

 

試
験
の
区
分
 

北
九
州
地
域
 

福
岡
地
域
 

2
人
 

2
人
 

2
人
 

2
人
 

20A 18A 17A 10A 8
人
 

54A 矯m
 

※
警
察
事
務
女
子
の
地
域
は
勤
務
地
域
 

で
十
 

▽
受
験
資
格
 

〇
中
級
廿
警
察
事
務
は
男
子
。
そ
の
他
 

は
昭
和
 32 

年
4

月
2

日
か
ら
昭
和
 38 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
れ
た
男
女
。
 

た
だ
し
、
栄
養
士
は
資
格
を
有
す
る
 

者
か
昭
和
 58 

年
5
月
ま
で
に
資
格
を
 

取
得
す
る
見
込
み
の
者
 

〇
初
級
廿
昭
和
 34 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
 

和
 40 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
れ
た
者
 

▽
試
験
日
・
場
所
・
時
間
 

o
第
1
次
試
験
ー
 10 

月
 17 

日
卿
、
福
岡
 

市
。
た
だ
し
、
初
級
試
験
は
飯
塚
市
、
 

北
九
州
市
で
も
実
施
。
時
間
は
い
づ
 

れ
も
9
時
か
ら
 15 

時
ま
で
 

〇
第
2

次
試
験
廿
 11 

月
中
旬
 

▽
申
込
用
紙
請
求
先
 
福
岡
市
博
多
区
 

東
公
園
七
番
県
庁
内
 
福
岡
県
人
事
 

委
員
会
任
用
課
へ
。
郵
便
で
請
求
す
 

る
場
合
は
、
申
込
用
紙
請
求
と
朱
書
 

し
切
手
添
付
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
 

▽
受
付
期
間
 

9
月
3

日
か
ら
9
月
 16
 

日
ま
で
 

▽
問
い
合
せ
先
 
福
岡
県
人
事
委
員
会
 

事
務
局
任
用
課
任
用
試
験
係
 

。
0
9
2

(
6
4
1

)
3
8
8
3
 

交
通
事
故
相
談
 

自
動
車
事
故
に
よ
る
自
動
車
損
害
賠
 

償
責
任
保
険
な
ら
び
に
任
意
自
動
車
保
 

険
（
対
人
・
対
物
‘
車
輔
）
の
請
求
に
 

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
を
行
っ
て
い
ま
 

す。 
▽
場
所
 
北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
 

九
ー
一
 

明
治
生
命
小
倉
ビ
ル
8
階
 

▽
名
称
 

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
 

セ
ン
タ
ー
 

▽
相
談
時
間
 
午
前
9
時
半
か
ら
午
後
 

4
時
半
ま
で
 
土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

▽
弁
護
士
相
談
日
 
毎
週
金
曜
日
午
後
 

1
時
か
ら
4
時
ま
で
 

廿
0
9
3

(
5
4
1

)
1
5
3
1
 

昭

和

五

十

八

年

度

 

歌

会

始

の

お

題

 

『
島
』
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
詠
進
 

歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
、
未
発
 

表
の
も
の
、
用
紙
は
、
半
紙
に
毛
筆
で
 

自
書
、
詠
進
の
期
間
は
、
九
月
一
日
か
 

ら
十
月
十
二
日
ま
で
。
 

▽
あ
て
先
 
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
 

一
番
一
号
 

宮
内
庁
 

※
詳
し
い
要
領
は
役
場
文
書
広
報
係
に
 

あ
り
ま
す
。
 

宅
地
建
物
取
引
 

主
任
者
資
格
試
験
 

▽
試
験
日
時
 
10 

月
 17 

日
回
 
午
後
1
 

時
か
ら
3
時
ま
で
 

▽
試
験
場
 
福
岡
市
東
区
松
香
台
 
九
 

州
産
業
大
学
 

▽
受
験
資
格
 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
 

す
れ
ば
受
験
で
き
る
①
高
等
学
校
卒
 

業
者
②
宅
地
、
建
物
の
取
引
に
関
し
 

2
年
以
上
の
実
務
経
験
者
③
知
事
が
 

認
め
た
資
格
所
有
者
 

▽
受
付
期
間
 

9
月
6

日
か
ら
9
月
 10 

日
ま
で
 

▽
受
付
場
所
 
各
土
木
事
務
所
建
築
課
 

ま
た
は
県
庁
建
築
管
理
課
指
導
係
 

※
受
付
期
間
が
追
っ
て
い
ま
す
。
 
受
験
 

希
望
の
方
は
、
お
早
目
に
 

福
岡
県
警
察
官
 

採
用
試
験
 

▽
受
付
期
間
 

9
月
6

日
か
ら
 10 

月
5
 

日
ま
で
 

▽
採
用
予
定
 
警
察
官
B
 

l
2
5

人
 

▽
受
験
資
格
 
昭
和
 30 

年
4
月
2

日
か
 

ら
昭
和
 40 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
れ
 

た
男
子
（
大
学
の
卒
業
者
、
お
よ
び
 

見
込
み
の
者
は
受
験
で
き
な
い
）
 

▽
第
一
次
試
験
 

10 

月
 24 

日
回
 
飯
塚
 

市
嘉
穂
東
高
校
な
ど
県
下
四
カ
所
で
 

8
時
 30 

分
か
ら
 17 

時
ま
で
実
施
 

▽
申
込
み
、
問
い
合
せ
先
 
福
岡
市
博
 

多
区
東
公
園
七
の
七
 
福
岡
県
警
察
 

本
部
警
務
課
採
用
係
 

。
0
9
2

(

 

6
2
2

)

 

0
7
0
0
 

※
身
体
検
査
基
準
、
給
与
、
第
2
志
望
 

等
詳
し
く
は
警
察
本
部
へ
問
い
合
せ
 

く
だ
さ
い
。
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
件
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
、
期
日
 

ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
墓
地
の
所
在
地
、
名
称
 
北
九
州
市
 

小
倉
南
区
大
字
横
代
一
六
三
二
の
一
一
 

お
よ
び
三
 
横
代
南
町
共
有
墓
地
 

〇
墳
墓
数
 

不
明
 

o
届
出
期
限
 

10 

月
7

日
 

〇
届
出
先
 

北
九
州
市
小
倉
北
区
大
手
 

町
 
北
九
州
市
土
地
開
発
公
社
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
福
岡
県
三
瀦
郡
城
 

島
町
大
字
江
上
本
字
下
十
七
、
八
九
 

一
お
よ
び
同
字
上
八
七
八
の
六
 

〇
墳
墓
数
 

不
明
 

〇
届
出
期
限
 

10 

月
 31 

日
 

〇
届
出
先
 

三
瀦
郡
城
島
町
 
城
島
町
 

役
場
構
造
改
善
室
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
直
方
市
大
字
植
木
 

字
水
ケ
谷
八
三
三
の
一
 

〇
墳
墓
数
 

不
明
 

〇
届
出
期
限
 

9
月
 28 

日
 

〇
届
出
先
 

飯
塚
市
新
立
岩
八
番
一
号
 

福
岡
県
飯
塚
農
林
事
務
所
 
農
地
整
 

備
課
 


